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７
月
13
日
、
国
見
町
、
桑
折
町
、
川
俣
町
の
伊
達
郡
内
３
町
の

議
会
議
員
に
よ
る
第
13
回
伊
達
郡
町
議
会
議
員
大
会
が
川
俣
町

役
場
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
福
島
大
学
経
済
経
営

学
類
の
則
藤
准
教
授
に
よ
る
講

演
が
あ
り
ま
し
た
。

○
要
旨

•
地
域
づ
く
り
は
地
域
経
営
で

あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
に
生

き
る
人
々
が
、
交
流
を
通
じ
て

埋
も
れ
た
歴
史
や
文
化
・
風
土

を
掘
り
起
こ
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の

方
法
や
流
儀
で
地
域
社
会
を
豊

か
に
育
て
て
い
く
こ
と
を
目
指

す
。

•
現
実
論
と
し
て
、
製
品
開
発

は
一
過
性
の
ブ
ー
ム
や
イ
ベ
ン

ト
に
終
始
す
る
取
り
組
み
が
少

な
く
な
い
。
逆
に
続
い
て
い
る

取
り
組
み
は
、
６
次
産
業
化
や

食
農
連
携
を
や
る
目
的
や
地
域

の
課
題
、
目
標
が
関
係
者
や
組

織
の
中
で
深
く
共
有
さ
れ
て
お

り
、
そ
の
た
め
の
工
夫
や
仕
組

み
が
あ
る
。

�

（
報
告
者　

井
砂
善
榮
）

　

前
号
18
ペ
ー
ジ
に
次
の
誤
り

が
あ
り
ま
し
た
の
で
訂
正
し
て

お
詫
び
い
た
し
ま
す
。

（
誤
）
伊
達
地
方
消
防
組
合
議

会　

監
査
委
員　

大
和
田
俊
一

議
員

（
正
）
伊
達
地
方
消
防
組
合
議

会　

監
査
委
員　

大
和
田
俊
一

郎
議
員

　

大
会
で
は
、
３
町
議
会
か
ら

国
、
県
な
ど
関
係
機
関
へ
提
出

す
る
要
望
事
項
６
件
と
、
大
会

決
議
・
特
別
決
議
が
採
択
さ
れ

ま
し
た
。国
見
町
の
要
望
事
項
、

大
会
の
決
議
・
特
別
決
議
の
内

容
は
以
下
の
と
お
り
で
す
。

【
国
見
町
】

•
一
般
国
道
４
号
伊
達
拡
幅
４

車
線
化
の
整
備
促
進
と
信
号

機
・
立
体
横
断
歩
道
の
設
置
並

び
に
県
道
五
十
沢
・
国
見
線
の

歩
道
設
置
に
つ
い
て

【
桑
折
町
・
国
見
町
】

•
公
立
藤
田
総
合
病
院
の
常
勤

医
師
の
確
保
、
休
診
状
態
に
あ

る
診
療
科
の
復
活
な
ど
、
地
域

医
療
の
確
保
に
つ
い
て

【
決
議
・
特
別
決
議
】

•
我
々
は
地
域
住
民
の
代
表
と

し
て
、
町
村
自
治
の
振
興
・
発

展
の
た
め
地
方
創
生
の
推
進
、

財
政
基
盤
の
充
実
強
化
等
の
実

現
を
期
す
。

•
東
京
電
力
福
島
第
一
原
子
力

発
電
所
事
故
へ
の
対
応
に
関

し
、
国
は
原
発
事
故
の
早
期
収

束
に
向
け
、
問
題
解
決
の
た
め

特
段
の
措
置
を
講
ず
る
よ
う
強

く
要
請
す
る
。

伊
達
郡
町
議
会
議
員
大
会

「
地
域
ぐ
る
み
で
食
農
ビ

ジ
ネ
ス
を
デ
ザ
イ
ン
す
る

大
切
さ
、続
け
る
難
し
さ
」

講
師　

福
島
大
学

則
藤
孝
志
准
教
授

町
の
発
展
に
向
け
て
議
会
が
結
束

講演により地域経営の取り組みを学ぶ

篠
木
事
務
局
長
へ
義
援
金
と
目
録
を

手
渡
す
東
海
林
議
長
と
佐
藤
副
町
長

　

９
月
14
日
、
東
海
林
議

長
と
佐
藤
副
町
長
が
日
本

赤
十
字
社
福
島
県
支
部
を

訪
問
し
、
西
日
本
豪
雨
災

害
に
対
す
る
町
議
会
か
ら

の
義
援
金
11
万
円
と
、
町

に
町
民
か
ら
寄
せ
ら
れ
た

浄
財
73
万
１
５
０
０
円
を

寄
託
し
ま
し
た
。

西
日
本
豪
雨
へ
の

義
援
金
を
寄
託

く
に
み
議
会
だ
よ
り

№
１
７
７　

６
月
議
会
号

の
訂
正
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　９月議会を傍聴したみなさんからアンケートにより
たくさんの意見をいただきました。

傍聴者からの

声
◦質問の内容が、町の具体的な課題を取り上げていて
よかった。� （不明）

◦町政・議会に対する関心が低下している。住民の関
心喚起の推進を図っていただきたい。�（80代・男性）

◦町全体が、第1次産業労働者が減少、第2次産業は
インドなどへ移り、第３次産業（サービス、販売）
の従事者が現在多いと思いますが、人員(少子化)減
少により、今後、介護を除いて減っていくと思わ
れます。労働人口減少は、財政(税金)に比例するの
で、大きな問題だと思う。� （70代・男性）

◦農地の遊休地は約61ヘクタールとの答弁があった
が、全体の何％か？もう一歩進んでの答弁であっ
てほしかった。� （70代・男性）

◦町に対しての提案事項があっても良いのではないか
（他市町村の良いところも取り入れ）。� （男性）
◦議員定数削減（10名）に関するアンケート実施方望
みます。（民主主義の原点）� （80代・男性）

◦図書室の利用について、図書を借りる人が増加傾向
にあるということが素晴らしいが、各種メディア
の利用により減少するのではないでしょうか。

� （男性）

※
一
部
事
務
組
合
と
は

複
数
の
市
町
村
が
、事
務
の
一

部
を
共
同
で
行
う
た
め
に
設

置
す
る
団
体

水
と
し
て
国
見
町
、
福
島
市
、

桑
折
町
な
ど
３
市
３
町
に
提
供

す
る
事
務
組
合
）

　

８
月
28
日
、
企
業
団
議
会
定

例
会
が
開
催
さ
れ
、
30
年
度
補

正
予
算
や
29
年
度
決
算
認
定
に

つ
い
て
の
審
議
が
行
わ
れ
、
全

議
案
が
可
決
・
承
認
さ
れ
ま
し

た
。

平
成
29
年
度
決
算
認
定

◆
収
益
的
収
支
決
算
額

　

収
入�

46
億
５
８
１
３
万
円

　

支
出�

46
億
８
６
２
７
万
円

◆
資
本
的
収
支
決
算
額

（
自
然
の
水
を
浄
化
し
、
水
道

　

収
入�

６
億
２
０
７
７
万
円

　

支
出�

32
億
６
５
７
９
万
円

（
収
支
差
引
不
足
分
は
、
過
年

度
分
損
益
勘
定
留
保
資
金
な
ど

で
補
い
ま
し
た
）

�

（
報
告
者　

東
海
林
一
樹
）

一※

部
事
務
組
合
報
告

平
成
29
年
度
決
算

を
認
定

福
島
地
方
水
道
用
水

供
給
企
業
団
議
会

９月４日　
～９月１２日 ９月議会定例会

９月４日 総務文教常任委員会、産業建設常任委員会
９月５日 広報常任委員会
９月6日 議案調査会（～１１日）
９月９日 町総合防災訓練、特別養護老人ホーム「国見の里」敬老会
９月１１日 正副議長委員長会議、全員協議会
９月１２日 議会運営委員会、全員協議会
９月１4日 西日本豪雨義援金寄託
９月１５日 町敬老会、市町村対抗福島県ソフトボール大会国見町チーム結団式
９月１６日 市町村対抗福島県軟式野球大会（本宮市）
９月１７日 国見町に咲く中尊寺蓮絵画コンクール表彰式
９月１９日 義経まつり安全祈願、桑折町国見町小学校陸上競技大会（桑折町）
９月２３日 義経まつり
９月２７日 福島地方水道用水供給企業団例月出納検査（福島市）
９月２８日 町表彰審査会
９月２９日 くにみ幼稚園運動会
９月３０日 三県交流国見町少年柔道大会
１０月２日 広報常任委員会
１０月３日 総務文教常任委員会行政調査（青森県、～４日）
１０月５日 議会運営委員会
１０月6日 福島県立福島高等学校創立百二十周年記念祝賀会（福島市）
１０月７日 小坂地区大運動会
１０月１１日 広報常任委員会
１０月１３日 市町村対抗福島県ソフトボール大会（相馬市）
１０月１６日 広報常任委員会
１０月１８日 伊達地方一市二町老人クラブグラウンドゴルフ大会
１０月１９日 議員懇談会、 県北中学校柏葉祭、 産業建設常任委員会
１０月２１日 国見小学校学習発表会、 町文化祭

１０月２３日 町村議会議員研修会（郡山市）、埼玉県鴻巣市議会行政視
察来庁、議会報告懇談会（～２５日）

１０月２５日 伊達地方衛生処理組合議会定例会、 伊達地方消防組合議会定例会
１０月２６日 公立藤田病院組合議会定例会
１０月３０日 町子ども議会

議会の動き


